
「省エネ基準工事監理状況報告書」第一面 評価方法の記載例

評価方法毎に様式が異なります。
複数の評価方法を用いる場合は、活用している評価方法毎に作成
してください。

仕様基準（４F）

標準入力法等（１F）

標準計算法（２～３F）
複合建築物の例
２～４Ｆ 共同住宅
１Ｆ 非住宅

この場合に提出が必要な「省エネ基準工事監理状況報告書」
・第22号様式の10 省エネ基準工事監理状況報告書（仕様基準用）
・第22号様式の12 省エネ基準工事監理状況報告書（標準計算法用）
・第22号様式の15 省エネ基準工事監理状況報告書（標準入力法等用）

第一面
仕様基準用

  第一面
標準計算法用

    第一面
標準入力法等用

✓
✓

✓
✓

✓ ✓

他の階で活用して
いる評価方法を選択

標準入力法等  １階

標準計算法  201～205号室、301～305号室

仕様基準   401～405号室

標準入力法等  １階

仕様基準   401～405号室

標準計算法  201～205号室、301～305号室 他の階で活用して
いる評価方法毎に
該当する部屋番号や
階数を記入
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